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雪 に よ る 爆 発 音 の 消 音(Ⅰ)

天然雪の消音効果

和田有司●.黒田英司相.角田倍一書書,田村昌三書

林 契榊,小林直太.叫,青田忠雄書

留で披屈した確率の爆発騒音を卸元.解析し,燥尭無音の消音剤として天然轡の利用を検肘

した｡

乗5如ま雪上で行われたので.地表の状感による軽音の低減効果を調べたところ,雪上{･Il,

地面上やコンクl)-ト面上より軽音の原瀬減衰が大きかった.

.雪の被官による効果は.雪厚が20cm以上の時で9dB/2倍半径であった｡爆薬から20cm以

内の領域について検肘した結果.爆萌のす(･近くにある雪が融解や蒸発によって爆発ガスのエ

ネルギーを大きく頼少させているものと考えられる｡

20g程度の爆非を20cmの雪あるいは砂{･披覆した時の崇音の減少を比較した結果大きな藍
はなかったので.中位政見当りの消音効率は雪の方がよいといえるが,薬且が大きくなると砂

の方が消音効果が大きかった.

I.はじめに

近年,都市再開発が蕗喝となり.発破を用いた市布

栴薬物の解体が具体的な換肘疎壇となっている｡建築

物の発破解体は欧米においてある程度の技術的桂浜な

らびに実施の抜放が較まれているlI2㌧ しかし,欧米に

おいても,従来型の発破解体は近年様々な理由から困

難になってきているといわれている｡我が国において

は,火薬料を用いた都市域での建物解体は現状では串

東上不可能に近い状感である｡これは.発破解体が爆

発耳管を伴うため.付近住民の同意を柑難いことが原

田の一つと考えられる｡

辞書らはこの問題を解決するために.砂3)I)5)6)及び

泡Tlを用いた爆発騒音の消音を検肘してきた｡ここで

は雪を用いた爆尭昏音の消音に関する乗故を行.?たの

でその結果を報告する｡哲または人工雪を用いた発破

では尭碇に伴う砂鮎の抑制も同時に期待できる｡
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2.集 散

2.1 杖 料

爆発異音渡としての爆薬は日本工枚㈱型のスIバー

土ナ-ゲル(loo首,30mm≠),転壌用野軌 土日本化薬

㈱製6号電気雷管を用いた｡消音剤としての雪は日本

工蜂㈱白河製造所構内に額もった天紙雪{･,かさ密度

は0.3-0.4kgIDであった｡密度は15丑のポリバケツ

に10Dの雪を入れ,その重畳を測定して井出した｡標

坤的な実験では雪面上においた爆薬の上に半球状に雪

をかぶせた｡また,直径10cm,高さ20cmのポ1)I

チレソ袋に雪を詰め.その中心部に爆薬を装薬して爆

発させる東浜も行った｡爽験郵備中の様子をFig.1

に示した｡

2.2計 測

唇音はリオン㈱製インパルス構帝抜管計(NA-61)
を用いて計卸した｡10m地点ではビデオカ}ラ(松下

電昏産業㈱製モデルNV-M21)で紀録し.乗数抜再生

して長高覧昔L,ベルを読み取った｡30m及び60m地

点の騒音レベルは目視によった｡

2.3 実験方法

(1)所定盛丑に切った爆薬に鋼管を挿入する｡

(2)爆薬を雪上に監き.雪を所定半径の半球状に盛

る｡

(3) 脚線を発破母線に横線する｡

(4)壌源から10m30m及び60mの地点に位かれた
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Fig.1 Test五eldforexplosionexper
ineJItSusingsnowassnencer. 騒音計をA-7T-スト特

性とし,適当な日盛り水準とする｡(5)榛原から10m地点の単音計のビデオカメ

ラを回す｡他

の単音計は目視紀卓のgI伸をする｡(6) 秒読み後に爆薬を転壌し,

痕高騒音L/ベルを紀鐘する｡3. 括具と考蕪

3.1央験拝具集散冶条はTablelに記した｡3

.2 冒面上での爆発音雪や砂被覆を行わない時の爆発昏昔

のL/ベル(S)をBE港(A)の対数に対してプロ

ットしたのがFig･2である.啓上での圧銀波変革は8

-10dZy2倍厚顔{･普通の土の上の6dBa倍庶#S)より大きい｡また.普通の地面の上で行われた10gの爆

薬の壌轟音S)と雪上{･Tab一el 鮎dtsoEexplosionusiJlgSnowaSnoisesIlence

r.Run vei8ht○f Sn○∨ nOiSeleveーexplosive thickrteSs ir
IJB(A-fast)atW iJlg r lnCn 10m 30m
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108 99 925 lo
o 30 101 9】 856 loo 30 102 90 8

57 loo 40 96
85 8t8 100 4

0 97 86 819 100 50 91 81 76
10 100 50 90

80 74ll loo 1
0 113 104 9212 l

oo lO ll5 104 94l3 25 20 92 84 7
614 25 20 90

81 7315 25 10
loo 87 79t6 25

lO 103 88 7817 2
5 30 84 74 67lS 25 30 85 75 6

8l9 25 inbuS
112 97 8720 25 iIlbuz; 1】2 97 8

721 25 0 tlT lo
† 9622 25 0 116 108 9

番25
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行われ た50gの爆 薬の爆先音と 比牧すると.
薬丑が5

倍外なるのにもかかわらIr.

ほぼ近い鞍昔レベルを与えた｡以上のこ

とから.啓上では音が吸収され,音速の地面上かコ ン クl)-ト面上IC行われる爆発に比べて緊昔が少なくなるこ

とを示している｡3.3 号面上での鶴舞の騒音レベルに及ぼす柵慕量の効果

啓面上での爆尭軽音の薬丑(W)効果

をFig.3に示した｡簸昔L,ベルの薬丘依存性

は約8dB/10倍薬丘であった｡3.4 句

の鞍覆による瀬音効果100gの爆串丘で20cm以

上の宮按環をした時の債鬼耳管レベ

ルの臣腔波束串は6dZy2倍定鮭であった｡Fig

.4に雪の被覆半径(r)の対数に対する昏曹t'ベル(S

)のプt,,トを示した｡rが20m 以上の時は被覆半

径を2倍にするとS119dB任下する｡ rが20cm以下で

はそれほど変わらない｡すなわち.10cn と20cn-

CはSの盛は 2-6dBである｡臣軽が燈れるほどその蓮

は小さくなる｡これらの現象から100gの爆韻の爆尭の時.蛾非のす(･近くでは留の飴解や燕発

が転こり
.
爆発ガスのエネルギーを大きく減少させて

い る
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owこの襲勤 王地上に旬の半球を作っ

て行う発散に比べて単位雪丘当りの効果は大きいと考えら

れるものの.雪丑が少ないので全体の消音効果は小さいと思わ

れろ那.それでも留の無い場合に比べて4-10dBの消音

効果があった｡30Tn以上の耐定点では10dB樫庇の

消音効果がみられた｡3.5 秒と管の比較砂と

留の按可による消音効果の比較をFig.6に示した｡20-25gの爆薬を

用いた場合に30m地点{.は20cTnの砂または雪の鼓現で約30dB載音L,ベルが減

少する
｡
雪の甘皮は約0
.
3-0. 4kdC.砂の中皮は
2-3kgDであるので単位放免当りの消音効率は雪の
方がよい｡
また
.
留には扮座防止の利点もある｡
ただ
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し
.
雪は貯蔵性が乏しい｡

3.6
可被覆爆発音の茶量依存性

20cm及び50cmの留で爆薬を硬い.
爆発させた時

の賢音レベルの薬丘依存性をF短.
7に示した
｡
燕丑

を10倍に した時の畢曹レベルの増加ははば30dBIC.
宮上で雪をか
.
i:せないで爆発させた時の増加中9dJy
l0倍薬丑よりかなり大きい｡
ちなみに砂被覆の均合は

薬丑を10-60g用い.
砂伊20cmの時の増加串は約

13dR/10倍薬丑であった｡薬血が大となると砂の
方が

消音効果が上がってくることがわかる｡
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ReductionofBlaStingNoisebySnow(1)

NoiseReductionEffectbyNaturalSnow

byYq'iWADA●,Eishi… ODA●●,Shin-idhiKAKUTA●事,

MasamitsuTAMm●,MinoruHAYASHI●暮,
NaotaKOBAYASHI●●●andTadaoYOSHIDA●

TheblastingnoiseofexplosivescoyeredbythenaturalsnowⅦ mes乱打edaJldanalyz･
ed,aJ)dtheefEbctiveneSSOfsnowasanoisereducerforbhstiFlgSWasexamined.

Asthoseexperimentsweremadeonthesnowground,theinmIenCeOfgroundtypeson
thereductionofnoisewasexamined.ltwasfoundthatthereductionofnoisewasmore

remarkableonthesnowgroundthanonthesoilorconcreteErOumd.

Theeffectofmorethan20cmthickn essofsnowcoverageⅦS9dBwhenthe8t)OW

thicknesswastwiceasmuch.Weexaminedtheeffectofthesnowcoveragewithinthe

rangeof20cmthicknessandascribedthereasonofthedecreaseoftheexplosiongas

enerwtotheevaporationofsnowarouJIdtheexplosive.

AsthedifferencebetweeTItheeHectsof20cmsnowaJld貌ndintheexplosioTIOEthe

20gchargevmsrathersmau,thereducdonofI)oisewithsnowwasbigerthzLnthtwithsaJld

intheweightbase.J3utastheweightofexplosiyebcamebigger,thereductionofnoise
withsnowWasless rcmarhblethanthatwith Sandofthethich css.
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